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神田香織HPスケジュール

講談「はだしのゲン」
「まったく、戦争や大災害の前で人
間ははかない存在かも知れません。
が、決してあきらめるのではなく
ゲンのように『来るなら来い！』
という気待ちで前向きに生きてゆ
きたいと私は願っております。」

「闘いは明るく楽しくしつっこく」
「あきれ果ててもあきらめない」 幕末期の文久 2年（1862年）頃から歌い始められたとされる、代表的なしりとり歌
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神田香織の講談サロン「香織倶楽部」
半年６回コース。入会金 1万円。
会費 6回　12000 円
テキスト代（CD付き）実費
会場：本郷文化フォーラム
文京区本郷 3-29-10 飯島ビル 1階 　
お申し込み papan@ppn.co.jp

教室案内

2024年 10月 17日朝日新聞
2024年 9月 28日放送
「はだしのゲン」の熱伝導
 ～原爆漫画を伝える人々～

　本日は「講談サロン香織倶楽部」第２３回発表会にお越し
下さり、心より御礼申し上げます。
　早速、ご報告があります。不動産から出版まで、幅広いビ
ジネスを展開しているスターツグループの村石会長が代表を
務める一般社団法人澄和が、毎年、平和な社会貢献に取り組
む方に、「澄和 Futurist 賞」という賞を出しています。
　１０月８日を「とわの日」として、毎年この日に受賞者を発表します。今年の
第 9回受賞者３人の中の一人として、なんと私も選んでいただきました。これに

は本当に驚きました。なぜって、この賞は 2015 年設立の一般財団法人澄和が「より良い未来構築のために、地道に取り組んでい
る個人または団体を表彰する顕彰事業で、第一回目が吉永小百合さん、二回目が山田洋次監督、それ以降も黒柳徹子さん、高橋尚
子さん、MISIA さん、いるかさん、物故者では中村哲さん、坂本龍一さんなど世界的にも高名な素晴らしい方々が受賞されてい
るのですから。
　９年目の今回は、世界的な指揮者佐渡裕氏、世界５０カ国でアニメが放送されている「キャプテン翼」の高橋陽一氏と私です。
私にはもったいない限りの賞ですが、受賞理由にあるように長年「はだしのゲン」や「チェルノブイリの祈り」など社会的なテー
マを講談化し地道に語り続けてきたことを評価していただいたと思うと感無量です。村石会長は戦争で父を失い、父の顔を知らず
に育った方で、その想いからこうした顕彰事業をはじめられたとのことです。また、Futurist 賞は今回から「平和活動賞」という
名目も加わり、私がその第一号とは、またまた嬉しい驚きです。
　そしてとわの日の 10月 8日から３日後の１１日、日本被団協がノーベル平和賞を受賞と言う奇跡的な朗報が飛び込んできまし
た。ウクライナ戦争やガザ攻撃など紛争が絶えず、核兵器使用への危機感もあってか、いよいよ核廃絶へ向かって世界が動き出そ
うしている危機感からでしょうか。戦争被爆国として何をなすべきか、日本政府は真摯に応える時がきたのだと思います。
　「とわ平和活動賞受賞」も「ノーベル平和賞受賞」も快挙には違いありません。その反面、世界では核戦争が迫っていて、日本
では「戦争が廊下の奥に立っていた」ようなことにならないよう、講談として何ができるか、それが問われているような気がする
といったらオーバーでしょうか。
　講談サロンの皆様も、年ごとに実力を身につけてご自身のテーマで新作を読み、古典に挑戦されておられ心強い限りです。自分
が未来を背負っている、ぐらいの気概を持ち、背筋を伸ばしてこれからも楽しみながら講談生活を送ってくださることでしょう。
これからもサロンの皆様の成長を見守って応援していただけましたら幸甚です。　　神田香織　2024.11.30

「澄和（とわ）平和活動賞」受賞

【澄和平和活動賞】
神田 香織 さん
社会派講談の第一人者として、太平洋戦争の実相を伝える演目を
はじめ、社会テーマに関連する作品を多数口演し続けています。
中でも、原爆がもたらした悲惨な状況下で力強く生きる主人公を
描いた漫画「はだしのゲン」を題材とした講談を 1986 年から 38
年間にわたり 1000 回以上、子供から大人までのべ 10万人以上に
向けて語り伝えてきました。
「命の尊さ」を何よりも大切にし、戦後世代として戦争の悲惨さを
自身の話芸で語り継がねばという強い思いから「戦争の惨禍をわ
が事として感じ、戦争を起こさせないようにするにはどうすれば
良いか」と問いかけ続ける独自の講談は、聴く人々に平和や幸福
について深く考えさせます。
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ナレーション担当：内田也哉子さんコメント

テレ東BIZ ニュース
第 9回『澄和 Futurist 賞』
澄和平和活動賞 を 受賞された神田香織 先生 ㊗
昨日、東京會舘で行われた授賞式にお伺いし
講談協会 公式 YouTube【講談かわら版】として
取材させて頂きました。動画公開をおたのしみに
講談協会公式チャンネル【講談かわら版】で検索

（講談５００年の話芸のエキスを現代へ！）
「強きをくじき、弱きを助ける」講釈師は、その昔「ジャー
ナリスト」でもありました。


